


図６　室内平均風速分布（天窓開･建蔽率40％）

（３）　新潟平面図 （４）　東京平面図

図４　建蔽率と通風量の関係

図５　新潟、東京における非暖房期間の
風配図、風向別平均風速

(１)風配図 (２)風向別平均風速
　　新潟
　　東京

（１）　新潟AA’断面図 （２）　東京BB’断面図
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3.1　室内気流分布の解析結果(図3)
　天窓閉･建蔽率20%(図3(1))では流入開口から流出開口
へと明確な通気輪道が形成される。天窓開(図3(3))では
室全体に循環流が生じ、室内気流はほぼ均一である。建蔽
率が40%になると20%と比較し気流速度は遅くなるが、天
窓開･建蔽率40%(図 3(4))では室全体に0.05～ 0.1m/s
の循環流が生じ風速はほぼ均一である。
3.2　建蔽率の変化による通風量比較(図4)　
(1)　各風向の解析結果
風向S：建蔽率0～20%ではcase4(天窓開)とcase1(天窓
閉)の風量は同程度であるが、建蔽率40％ではcase4の風
量はcase1の約1.6倍となり、天窓の通風効果は大きい。
風向SSW：case5(天窓開)の風量とcase2(天窓閉)の風量
の大小関係は建蔽率20％を境に逆転し、建蔽率40％で
case5の風量はcase2の風量の約1.5倍となる。
風向SW：風上の窓面積がcase6(天窓開)ではcase3(天窓
閉)と比較し半分に減少するため風量は３～４割減とな
る。しかし、建蔽率40％では風量は同程度となり天窓の
通風効果が見られる。
(2)天窓の開閉による通風量の比較
　天窓を閉鎖した場合、風向Sの風量に比較して風向SSW、
SWの風量は同程度か増加する。これは風上に面する窓面
積が増加するためである。また、同じ風向では天窓を閉鎖
した場合は天窓を開放した場合に比較し、建蔽率が増加
したときの風量の減少の割合が大きい。
　天窓を開放した場合、閉鎖された開口部からの風向
(case7(風向WSW)、case8(風向W))では建蔽率の変化に

よる風量変化の割合が小さく、天窓の通風効果により安
定した風量を確保することができる。
3.3　新潟と東京の気流分布比較:　図５に新潟及び東京
における非暖房期間(新潟5/30～ 10/3､東京 5/8～ 10/
13)の風配図、風向別平均風速を、図６に室内平均風速分
布を示す。図６は16風向の室内気流解析結果に図５に示
した新潟、東京の風配、風速を用い各風配、風速の重み付
けを行った天窓開･建蔽率40％における室内気流分布であ
る。新潟は風向NNEからNE､SEからSSWにかけての出現
頻度が高いが、平均風速は風向SWからWにかけて速い。東
京は、風向SWを中心に頻度が高く、平均風速も速い。両
都市とも、風向SWからの影響を受け室内部に渦状の循環
流を形成し、天窓から抜ける室内気流が見られる。また、
新潟は東京と比較し、どの点でも風速が速い。
４　まとめ
①天窓を閉鎖した場合の気流分布は、流入出開口部に通
気輪道を形成し、天窓を開放した場合は室全体に循環流
を形成し、室内の風速はほぼ均一である。
②同じ風向で比較すると、天窓を開放した場合、建蔽率が
大きくなるほど通風量の減少の割合が少ない。東西窓か
ら通風量が得られない場合、天窓の通風効果により建蔽
率の変化にかかわらず安定した通風量が確保できる。
③新潟及び東京の風配、風速の重み付けを行った室内平
均風速分布では流入風は渦状の循環流を形成し天窓から
流出する流れを形成する。両都市とも室内はほぼ均一な
気流分布が形成されている。
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